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巻頭言

お知らせ

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（６/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
· 巻頭言■

厳しさと安全
　６月18日，浜名湖で静岡県立の青少年教育施設の手漕ぎボート（７ｍカッター）が転覆し，愛知県の中学校１年の生徒が亡くなるという痛ましい事故が起こりました。故人のご冥福と事故にあわれた方々の一日も早い回復をお祈りしています。

　私は２年間，国立江田島青年の家（現在：国立江田島青少年交流の家）の事業課長として海洋型体験活動の指導にあたっていました。江田島のカッター（６艇保有）は，全長９ｍ幅2.45ｍ重量1.5トン，12本の櫂を使うもので，今回事故のあったカッターより大きなボートです。
　江田島青年の家のカッター訓練は，「厳しさ」で有名です。青年の家に勤務していた頃，多くの方々から「江田島青年の家の方ですか。高校生の時のカッター訓練が厳しかった思い出があり，良いイメージがありませんね」等の御意見を伺いました。私自身も学生時代にカッター訓練を受けた時には「もう二度とここに来ることはないな」と思ったぐらい厳しいものでした。

　現在は，重たい櫂（８kg）を軽い特注の櫂（４kg）に変えるなどの工夫をし，小学校にも体験していただけるようにしていますが，厳しい指導のスタンスは変えていません。
　なぜ，厳しい指導をするのでしょうか。それは，職員・指導員全員が，海の恐ろしさを知った上で，全員を無事に陸に連れ帰るという信念を持っているからです。

　海上の天候は急変します。波穏やかな瀬戸内の海でも同じことです。私の在職中のことですが，俄かに西の空に真っ黒い雲が生じ，強風が吹き出しました。青年の家から桟橋に駆けつけると，着岸前のカッターが百ｍ以上横に流されている状態でした。指導員の適切な対応により，そのカッターは無事に着岸することができました。

　江田島青年交流の家のカッター訓練には，各艇に必ず指導員が乗り込み指導にあたります。小学生の団体には各艇２名の指導員が乗船します。海上自衛隊ＯＢでカッター訓練に詳しい方々が指導員を務めています。

　厳しい指導は，乗艇前の「艇庫前指導」から始まります。２時間半のプログラムの最初30分間を艇庫前指導にあてます。集合し，集団行動と服装チェックなどを厳しく指導します。カッター訓練の２つの目的「協力する」「全力を尽くす」ことの素晴らしさを体験することを説明します。次に，各人にボート番号を指示します。その後は名前ではなく，ボート番号で各人が呼ばれます。それは船の上で緊急事態があった時に，すばやく行動するためと，的確な人数確認を可能にするためです。

　その後，実際に見本のカッターで船の名称や動作について指導します。この頃になると，最初だらだらとしていた一部の研修生も，動きが変わってきます。そして乗艇し出港します。

　カッターは，全員の力が一つになった時，驚くほど速度を上げ進みます。その爽快感は，体験した者でなければ分からないでしょう。

　毎年カッター訓練をされる高校の生徒にアンケートをしたことがあります。「カッターを漕ぐのは大変だったか」という設問に，ほとんどの生徒が「大変だった」と答えています。「全力を尽くすことができたか」の設問に約90％の生徒が「全力を尽くした」と答え，98％の生徒がチームワークの重要性を理解したと答えています。
　浜名湖の事故により，海洋型の体験活動が休止されたり，体験活動を取りやめる学校もあると報道されました。事故原因が究明され，より安全な体験活動が展開されることが重要です。

　次代を担う青少年の教育のために我々大人は最大限の努力を傾ける必要があります。それは，数十年後の我が国，我が故郷を素晴らしいものにするための投資だと考えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　新田憲章
■お知らせ■
· 広島県立生涯学習センター研修案内
当センターでは，市町の職員や，ボランティア・コーディネーターを対象と
する様々な研修を実施しています。

　また，家庭教育支援，地域づくりなどの，地域課題に対応したテーマに関する市町において実施する研修を企画段階から支援します。

　研修に役立つ教材の作成や指導者・支援者向けの情報のホームページへの掲載も行っています。是非，御活用ください。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/jigyou/center%20katudou%20naiyou22d.htm#3
■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（６/１）以降のＨＰ新着情報

★「親の力」をまなびあう学習プログラムのファシリテーター養成講座を開催

「親の力」をまなびあう学習プログラムは，子育ての身近なエピソードを基
にした教材を使った参加型の学習プログラムです。
ファシリテーターは，この学習プログラムを使った講座の進行役です。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/kateikyouiku.htm#3
★平成22年度学校支援地域本部事業
「地域コーディネーター養成講座」を開催します。

学校支援地域本部地域コーディネーターの活動の発展に向けて講義や演習，
実践交流を行い，その資質の向上を図ります。

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/gakkosien/gakkoushien.htm#3
★平成22年度放課後児童クラブ・子ども教室指導員等研修会を開催します。
放課後や週末等に子どもたちが安全で安心して，健やかに育まれるよう，小学校や公民館，児童館等で行われる取組にかかわっている方たちの研修会です。

放課後子ども教室：すべての子どもを対象に，地域の方々の参画を得て，学習やスポーツ・文化活動等を行います。

放課後児童クラブ：保護者が労働等により昼間家庭にいない概ね10歳未満の児童に，適切な遊び及び生活の場を提供します。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/houkago/chiikikyouikuryoku.htm#3
【情報提供】

· 事例・学習プログラムの紹介

当センターでは，参考になる事業や学習プログラムをテーマや社会教育施設
に分けてホームページで御紹介しています。
　学校図書館の「読書の森づくり」講座

～地域コーディネーター及び学校支援ボランティア養成講座～　

　この講座は，竹原市の小中学校の学校図書館の充実と学校支援地域本部の活動を計画段階から関連付け，一体的に行うことで，児童・生徒に愛され利用される理想的な学校図書館づくりを支援する活動として，学びを生かすことにつなげた講座です。
　学校図書館を「読書の森」と位置づけ種を蒔き，子を育て林になり，豊かな里山の森となるように，児童・生徒に読書の大切さを理解する種を蒔き，木から林そして最終的に森となる「学びの宝庫である学校図書館」を目指しています。
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kyouikuryoku/jirei%20dokusyonomoridukuri2.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

○１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報は，県内の学習情報を幅広く載せた，「ひろしま　まなびネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【広島県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　
　「おはなし会」

　　＜７月10日（土）・７月24日（土）11:00～11:40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料の読み聞かせ・紹介，ストーリーテリング，ブックトークなどを行います。

　　　子どもだけでなく，子どもの読書に関心のある方はどなたでも参加でき
ます。

　　　　　　※申込み不要・無料

　書庫見学ツアー
　　＜７月24日（土）15:00～15:40＞
　　　普段は入ることのできない地階書庫を司書が案内するツアーです。
※定員10名程度（先着順）
ミニ展示「働くってどんなこと？－福祉・介護を中心に－」

　　＜６月29日（火）～８月29日（日）＞
　　　多様な働き方や就業支援，また高齢化社会により今後人材が求められる福祉・介護分野の仕事に関する資料を展示・紹介します。広島県雇用人材確保課，広島県介護人材就業支援プロジェクトチームとの連携展示です。

　　　※申込み不要・無料

ミニ展示「北方領土をしっていますか？」

　　＜７月27日（火）～８月29日（日）＞
　　　北方領土問題についての理解を深める資料の展示・紹介と啓発資料を配布しています。県民活動課との連携展示です。

※申込み不要・無料

資料展示「健康のすゝめ」

　　＜６月29日（火）～10月３日（日）＞
　　　生涯にわたり健康な生活を送れるよう，食事，運動，健康への取組の歴
史などに関する資料を展示・紹介します。広島県健康対策課との連携展示で

す。
· 申込み不要・無料

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　 http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成23年度宿泊利用計画調査（照会）
及び利用調査会議の開催について（通知）」

　  来年度の学校等宿泊利用団体の申込みを受け付けます。

７月１日付けで学校等に通知しますので，所定の様式によりお申し込みください。
なお，利用調整会議は９月８日（水）に開催します。
http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
「平成22年度主催事業の実施について」

　　小学校３年生から中学生までを対象とした自然科学教室などの自然体験活動をNPO法人自然体験活動推進協議会の企画・運営により，年間８事業実施します。

　　事業内容及び参加者の募集等については，既に学校等を通じてリーフレットを配布していますが，詳細は，ホームページにも掲載しています。
　　是非御参加ください。

「教員等を対象とした体験活動指導者研修の実施状況について」

　６月22日（火）・23日（水）の両日，第１回体験活動指導者研修を実施しました。活動の様子をホームページに掲載しましたので御覧ください。

　第２回体験活動指導者研修は11月25日（木）・26日（金）の両日，実施します。定員に達していませんので，参加を御希望の方はお問合せください。
　　

★縮景園（℡：082-221-3620）　　http://shukkeien.jp/sitemap.php
七夕まつり
目的：縮景園の季節行事として「七夕茶会」を開催し，名勝縮景園の活用を図り，県民の福祉の増進に資する。
本事業と通じて名勝縮景園の魅力を発信し，縮景園への関心を高め，来園を促進する。　　　
「七夕茶会」

　　＜７月３日（土）10：00～20：00＞

　　　　場所：清風館
　　　　内容：清風館で抹茶がいただけます。
　　　　席料：600円（抹茶，茶菓子）

「舟遊び『納涼（すずみ）舟』」

　　＜７月３日（土）13：00～19：00＞

　　　　場　所：濯纓池　

　　　　内　容：州浜（夕照庵前）から伝馬舟で舟遊を体験します。

　　　　乗船料：500円

「七夕飾り」

　　＜６月28日（月）～７月７日（水）＞

　　　　場所：清風館前芝生広場

　　　　内容：園内の竹を使用した七夕飾りに，来園者の皆様に願いを込めた短冊を飾っていただきます。７月７日（水）まで展示します。　

「夕涼みコンサート」

　　＜７月３日（土）16：00～，18：00～，19：00～（各30分程度）＞

　　　　場所：超然居

　　　　内容：バイオリン，チェロによるアンサンブル
「夕涼みガーデン」

　　＜７月３日（土）16：00～20：00＞

　　　　場所：清風館前芝生広場

　　　　内容：芝生広場で七夕飾りを，冷たい飲み物を飲みながら観賞します。　　

「浴衣応援day」

　　＜７月３日（土）＞

　　　　内容：浴衣若しくは和装での来園者に，特製縮景園ストラップをプレ

ゼントします。

※前撮りを除く一般客　　

申請変更：開園時間変更申請＜9：00～20：30＞

　　　　　史跡・名勝または天然記念物の現状変更許可申請

協　　力：表千家同門会広島県支部

　　　　　株式会社ソシエテシマムラ（グランカフェ）※予定

　　　　
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　特別展

　　第62回広島県美術展
＜７月13日（火）～７月25日（日）＞

　　県民の創作活動の奨励と鑑賞の機会を提供するための公募展。

作品種目は，絵画系，彫塑系，工芸系，書系，写真系，デザイン系の６種目。

中央展では，入賞作品及び入選作品を展示します。なお８月４日（水）から県内市町を巡回します。
　所蔵作品展

　　彫刻展示スペース　

「ズルキフリー・B・ユソフ《王はレダン山の王女との結婚を望んだ》」

　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　ユソフは，マレーシアの気鋭の作家。マレーシアに伝わる昔話にインス

ピレーションを受けて制作された本作による，異色な空間をお楽しみくだ

さい。

「佐藤敏のやきものワールド　－天衣無縫変幻自在－」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　さまざまな形，文様や技法，そして筆の自由な軌跡，やきものと金属等

が融合した豊かなイメージの世界を楽しんでいただきます。

　　第１室　

　　「サルバドール・ダリ《マルドロールの歌》」

　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　超現実主義者たちのバイブルとも言うべき，ロートレアモン伯爵の『マ
ルドロールの歌』に，ダリが挿画したスキラ社版《マンドロールの歌》を紹介します。
　　「マン・レイの肖像写真」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　画家，彫刻家，作家，音楽家，そして華やかな社交界の人々。マン・レ

イが撮影した錚々たる顔ぶれを紹介します。
　　第２室　

　　「紙に描く　－水彩・版画を中心に－」

　　＜４月20日（火）～７月４日（日）＞

　　　紙という素材を積極的に選んだ作家が，油彩画に変わらぬエネルギーを注いだ，紙ならではの力作を紹介します。

「水辺の情景」

　　＜７月６日（火）～10月24日（日）＞

　　　清涼感を与えてくれる水辺。そこには，そこで過ごした人たちの数だけ物語があります。そうした様々なイメージを集めてみました。
　　第３室　
「平山郁夫と《広島生変図》partⅠ」

　　＜６月29日（火）～８月22日（日）＞

　自らの被爆体験をもとに描いた唯一の大作《広島生変図》をはじめ，当

館の所蔵する平山郁夫作品を，前期後期にわけて展示します。

　　第４室　　

　　「地球からの贈り物　－工芸の素材－」

　　＜６月29日（火）～10月17日（日）＞

　　　土や木，金属や繊維，色など工芸に用いられる様々な自然素材に注目することで，地球の恵みと人々の営みに思いを馳せます。

★（財）広島県教育事業団事務局埋蔵文化財調査室（℡：082-295-5751）

　　http://www.harc.or.jp/
★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　

　歴史民俗展示「夏の川と漁」

　　＜５月21日（金）～９月５日（日）＞

江の川の支流・神野瀬川の瀬と渕，そこを舞台に生み出された漁撈文化を紹介し，河川との関わりを考えます。

　夏の展示会「なるほど！なっとく！考古学」
　　＜７月２日（金）～８月29日（日）＞

　　考古学で最も一般的な遺物である「石器」と「土器」の使い方や作り方などを分かりやすく紹介します。

第３回文化財講座「弥生土器から見た地域性」

　　＜７月17日（土）14:00～16:00＞

講　師：平井　典子（総社市教育委員会）

第２回ふどきの丘体験教室「土器・ハニワをつくろう」

　　＜７月24日（土）10:00～12:00＞

　　古代の土器やハニワを資料館で観察し，古代人の心になって土器やハニワを作ります。作った土器やハニワは，11月の体験教室で焼きます。

　　　※要申込み・材料費300円
★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　

　企画展示室

　　夏の展示（部門展）
「ちょっと昔の暮らし展－寳水堂コレクションの生活道具－」

　　＜７月16日（金）～９月５日（日）＞　

　　昭和30年代以降の高度経済成長による社会や暮らしの変化に伴い消えつつある数々の生活用品から“ちょっと昔のくらし”を振り返り，今話題になっているエコな暮らしやこれからの暮らし方を考えます。
※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
展示解説会

　　＜７月17日（土）13:30～14:30＞

　　　テーマ：部門展「ちょっと昔の暮らし展

－寳水堂コレクションの生活道具－」

　　　講　師：三枝　健二（広島県立博物館主任学芸員）

※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

　講堂

　　公開講演会
（比治山大学・広島県立歴史民俗資料館・広島県立歴史博物館共催）
　　＜７月３日（土）14:00～15:30＞

　　　演　題：「日本の不思議－日本語文化の歴史を探る－」

　　　講　師：土居　裕美子（比治山大学准教授）

※聴講無料

歴史講演会（備陽史探訪の会共催）

　　＜７月24日（土）14:00～15:30＞

　　　演　題：「史料でみる備後宮氏の盛衰」

　　　講　師：田口　義之（備陽史探訪の会会長）

※聴講無料

　通史展示室

　　平成22年度スポット展示「福山藩阿部家家老格安藤家の資料」
　　＜６月18日（金）～７月29日（木）＞

　　　福山藩阿部家の家老格である安藤家の資料を紹介します。
　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上
　　スポット展示解説会

　　＜７月11日（日）13:30～14:30＞

　　　テーマ：スポット展示

　　　　　　「福山藩阿部家家老格安藤家の資料」から

　　　講　師：西村　直城（広島県立博物館主任学芸員）

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

　　平成22年度スポット展示
「草戸千軒の石鍋－生活を支えた石の道具たち－」

　　＜７月30日（金）～９月30日（木）＞

　　　平安時代末期から鎌倉時代にかけての日本列島では，滑石をくり抜いて製作した石鍋をさかんに利用していました。ここでは，草戸千軒町遺跡から出土した代表的な滑石製石鍋を紹介し，その役割などについて考えます

　　※通常の入館料が必要です。　

　　　　　　　　一般290円（220円），大学生210円（160円）高校生まで無料

　　　　　　　　（　）は団体20名以上

　研修室

　　こども博物館あそびの教室
　　＜７月４日（日）10:00～16:00＞

　　　テーマ：「七夕飾りを作ろう」

　　　内　容：折り紙を使って七夕まつりの飾りを作ります。
その他：時間内ならどなたでもいつでも参加できます。
　　　　※折り紙は，持参いただくか館内ミュージアム・ショップでも購入できます。（１セット　200円）

こども博物館まなびの教室
　　＜７月18日（日）10:00～15:00＞

　　　テーマ：「弥生土器をつくろう」

　　　内　容：学芸員の指導で，弥生土器の作り方を学びます。

講　師：広島県立歴史民俗資料館学芸員

その他：材料費必要，小中高校生対象，定員40名

　　　　※６月下旬から参加者を募集します。

こども博物館まなびの教室
　　＜７月25日（日）10:00～15:00＞

　　　テーマ：「こども考古学講座②土器の実測と写真撮影」

　　　内　容：考古学の調査・研究方法を学ぶための講座の２回目。今回は，昔の土器の実測図作成と写真撮影を行います。

講　師：広島県立歴史博物館学芸員

その他：参加無料，小中高校生対象，定員15名
　　　　※６月下旬から参加者を募集します。
· 広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
広島グリーンアリーナ　健康・体力サポートセンター

「メタボ予防実践教室」
「お腹の周りが気になるんだけど・・・」

「運動しなきゃ！と思ってるんだけど一人じゃ続けられない」

そんなあなたに，専門スタッフがメタボ予防のための生活習慣づくりを応援します。

もちろん，「メタボ」のあなたにも・・・御一緒に健康への第１歩を踏み出しましょう。

６ヶ月間，活動量計を携帯して日常生活における運動量を計測し，２週間に１回カウンセリングと運動指導を行います。管理栄養士による，食事指導もあります。

６ヶ月の「メタボ予防実践教室」で健康的な生活習慣を身につけましょう。

　　　　
http://sports-hiroshima.jp/images2/01_hpsc/health_physical_support/click1.pdf
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
　展示室

収蔵文書の紹介展示「駐留軍と県行政」
　　＜６月16日(水)～９月４日（土）＞

　　　第二次世界大戦敗北の結果，連合国軍による日本占領が始まり，中国四国地方には昭和21年から英連邦軍が進駐しました。この展示では，当館が収蔵する行政文書の中から，英連邦軍（国連軍）が撤退する昭和31年前後の時期を中心に，広島県の駐留軍業務に関わる文書を紹介します。
※9：00～17：00（土曜日は12：00まで）

休館日：日曜・祝日・休日　

【文部科学省関連】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
· 国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
平成22年度三瓶青少年交流の家企画事業　次代のリーダー育成事業

「さんべ夢ステージ」～君こそが，未来のリーダーだ！～
　　企画力・運営力アップセミナー編　

＜７月２日(金)～７月４日（日）＞

想いを形にする編

＜８月21日(土)～８月22日（日）・９月14日(火)～９月15日（水）

10月15日(金)～10月17日（日）＞

夢が現実になる本番編

＜10月22日(金)～10月24日（日）＞

当施設の最大のイベントである「さんべ祭」に向けて，企画・運営に携わりリーダーとして必要な資質を磨いてみませんか。キーワードは，コミュニケーション能力・問題解決能力・合意形成能力です！！
対　象：ボランティア活動に興味があり，企画等の研修を深めたい青年

　　　　参加費：一人（参考）3,100円

　　　　　　　（食費2,550円・シーツ代200円・教材費150円・茶菓子代200円）

　　※企画力・運営力アップセミナー編では，山口県十種ヶ峰青少年野外活動
センター所長の「木橋　悦二　氏」をお迎えします。
平成22年度三瓶青少年交流の家利用促進・広報業務
「四季の三瓶を楽しもう！『流しそうめん＆森の工作教室』」
　　＜８月28日(土)・８月29日（日） ＞
　　家族を対象に三瓶の自然を満喫していただくプログラムを提供します。

普段なかなか交流の家に親しみのない家族も，是非この機会に一度さ
んべの魅力の体験にお越しください。
　　　　対　象：親子
　　　　参加費：一人（参考）1,100円

（食費400円（1食分）・シーツ代200円・そうめん等材料500円）

※年齢によって，料金は若干変わります。
· 国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
　
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
　平成22年度免許状更新講習　「生徒指導・学級指導に活かす体験活動」

　　＜８月18日（水）～８月20日（金）２泊３日＞

　　教員が体験活動の意義について理解するとともに，児童の宿泊集団活動を効果的に実施するための基本的な体験活動の指導技術を身に付けます。また，学習指導要領における体験活動の取扱いを理解し，教育課程の編成や教育活動に体験活動を取り入れる方法を講義や実習を通して習得します。

　対　　象：小学校教諭（平成24年３月31日が修了確認期限の方）40名

　費　　用：21,890円（予定）
申込方法：受講申込書に必要事項を御記入の上，郵送，ファクシミリ，電子メール（添付ファイル）で申し込みください。
※締切り６月30日（水）午後５時必着
尚，募集は定員になり次第締め切ります。

応募方法の詳細は，国立吉備青少年自然の家にお問合せください。

子どもゆめ基金オープンドリーム事業－「吉備の森探検隊」－

　日程と主な活動

＜８月３日（火）＞

「吉備高原のクワガタとカブトムシを探そう！！」

＜９月12日（日）＞

「秋の七草と草原の昆虫たち！！」
＜11月３日（水）＞

「秋の吉備高原のどんぐりを探そう！！」

会場：国立吉備青少年自然の家
対象：幼児，小学生とその家族
募集人員：各回　親子30組

　　　　　※応募者多数の場合は先着順となります。

参加費：実費（保険料，食事代，実習費等）
申込方法：参加希望者は，申込書（ホームページからダウンロード）に必要事項を記入し，返信用郵便はがき（１枚）を同封の上，郵送でお申し込みください。

締切り：各回実施日の２週間前
申込み・問合せ先
　　　独立行政法人国立青少年教育振興機構

国立吉備青少年自然の家「吉備の森探検隊」係

　　　〒716-1241　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4393-82
　　　電話　　　　　0866-56-7232
ファクシミリ　0866-56-7235
　　　電子メール　　kibi-senmon@niye.go.jp
ホームページ　http://kibi.niye.go.jp/
詳しくは開催要項を御覧ください。

· 国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
｢星をみる会｣

＜７月17日(土) 19:00～＞

街明かりの少ない立地・自然条件を活かし，御家族やグループの皆様に夜空

に輝く星々の美しさを感じていただく天体観察会を行っています。

本所が有する山口県下最大の天体望遠鏡（反射鏡510ｍｍ）を活用し，宇宙

の神秘や魅力に迫ります。

· 無料

｢徳地サイエンスアドベンチャー｣

＜７月24日(土) 10:00～＞

小学生児童とその保護者を対象に，“自然”の中で，“科学”をテーマに様々

な体験活動を提供する企画を年４回実施しており，今回は第２回目となります。

今回は，「飛び込もう！渓流の世界」と題し，沢のぼりと水生昆虫観察を行

います。

　　※要申込み・参加費500円（募集締切り：７月９日（金）
★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

　「仲間を信じろ！力を出し切れ！」とカッター研修で檄を飛ばしていた江田島青少年交流の家から，ここ「ぱれっと　ひろしま」（生涯学習センター）に本年度から赴任してまいりました。
　センターの「ぱれっと」上に，様々な県民のカラー（個性）が置かれ，混ぜ合わせることによって新たな色を生み，地域のという名の広大なキャンパスへ，色とりどりに彩られた思いの「かたち」が描かれ，皆さんの個性が輝けるような支援が微力ながらできたらいいなあと考えています。

　「交流の家」と同じように，人と人とのつながりや連帯感が大事にされ，県民の皆さんに，新たな創造的な学びが生まれますように！

　　　　　　　おっ…これで，私の今年の七夕の短冊の言葉決定です！

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡川　和彦　
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